
 

 

 

 

 

研究内容・結果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

考察・まとめ 

 今年度は、大学間をつなぐネットワークづくりとその効果の検証のために、具体的なプラットフォーム

として Discord を選択し、「千代田区コンソ防災ネットワーク」という名称のサーバを立ち上げることがで

きた。リアルタイムでの情報共有が可能となり、KUG の振り返りを蓄積・比較できる仕組みを構築するこ

とを可能にした。これにより、大学間の防災協力体制が強化でき、大学だけでなく、情報整理の仕組みの整

備し、実際に災害時に運用できるよう、検証を重ねていきたい。在勤、在住、そして、行政やさまざまな団

体と連携を強化しながら、実効性の高いネットワークづくりをすすめたい。 

令和６年度千代田学 

目 的 
近年、地震や台風等の自然災害が発生しており、首都圏においても直下型地震やゲリラ豪雨などの予測

困難な大規模自然災害にむけた対策が行われてきている。千代田区内近接大学の高等教育連携強化コンソ
ーシアムの６大学・２短期大学を含む大学では、千代田区と『大規模災害時における協力体制に関する基
本協定』を締結し、「区民や一般の帰宅困難者の受け入れ」、及び「情報・食糧・飲料水などの提供」など
の使命を担うことになっている。そこで、令和６年度には、今までの研究成果を踏まえ、大規模災害時に
おける学生ボランティアの育成とネットワーク化に関する研究をすすめた。 


